
第１号様式（第８条関係）

事業名
（分野）

事業の概要
（目的、事業内容、実施予定期間、実施予定場所、参加予定者数を記入）

地域交流ふれあい事業
（きずな）

目　　的：「福田まつり」と第4回花火大会をあわせて行うことで地
域住民が地元に誇りを持てるようにする。
事業内容：アトラクションや地元出店を中心に外部出店（業者）にも
参加を促す。
実施場所：長崎サンセットマリーナ芝生広場
実施期間：令和8年11月21日（土）雨天の場合は延期
参加人数：約4,000名

小学生と地域住民や高
齢者との交流事業
（きずな）

目　　的：小学生と地域住民や高齢者との交流を図りながら、子ども
を見守る地域づくり。
事業内容：小学生主催の「ふれあい会」参加者、地域住民、高齢者の
送迎のお手伝いを行う。
実施場所：福田小学校体育館・グラウンド内
実施期間：令和8年11月中旬予定
参加人数：約300名

多世代交流ふれあい事業
（きずな）

目　　的：多世代交流により地域住民、子どもから高齢者までの活性
化を図る。
事業内容：ロードレース大会で「ぜんざい」400食の提供、きずなタ
イムで約15分間のアトラクションを実施する。
実施場所：福田小学校・中学校グラウンド
実施期間：令和8年12月上旬予定
参加人数：約400名

地域多世代ふれあい事業
～あそぼうDay～
（きずな）

目　　的：スポーツを通じて子ども達との交流を深める。
事業内容：スポーツの秋に福田小学校体育館でボッチャなど屋内競技
で楽しむスポーツイベントを開催する。
実施場所：福田小学校体育館
実施期間：令和８年10月中旬予定
参加人数：約50名

植樹事業
（自然環境分野）

目　　的：福田地区に早咲きの桜を植え、将来開花した時に、地域の
方々が散歩等の折々に、冬の時期に咲く桜を見て、早い春が来たよう
で暖かい気持ちになってもらい、将来的に福田地区が「河津桜」の咲
く名所になってほしいため。
事業内容：福田地区の公園や道路沿いに、早咲き（2月頃）で濃いピ
ンク色の「河津桜」を植樹する。
実施予定日：令和9年1月～令和9年2月頃
実施場所：小江町のスケートボード場周辺
参加人数：約20名
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津波避難訓練事業
（防災分野）

目　　的：福田地区は西に五島灘に面した位置にあり、東に橘湾があ
る。橘湾には以前より活断層があることが報道されており、昨今では
五島灘にも活断層の存在が指摘されている。過去福田地区にも津波が
襲来したという話を天満宮宮司さんから聞いていることから、万が一
に備える必要があるため。
事業内容：地域住民と地区内にある消防団・婦人防火クラブ等との連
携により、本町地区の海岸近くにある「福田こども園」の園児を高台
へ避難させる訓練を実施する。
実施予定日：令和8年10月または11月頃実施
実施場所：国道202号線の高台歩道空地（福田天満宮階段前付近）
参加予定者：約200～300名

生活環境事業
（生活環境分野）

目　　的：地域の世帯に向けて、地域の子ども達の活動を通して交流
の活性化を図る。
事業内容：小中学生のデザインによる正月用門松を制作し、全世帯へ
配布する。デザイン入選の子ども達の作品に対して表彰をし、記念品
を授与する。
実施場所：福田小中学校
実施期間：令和8年7月1日（水）～令和8年12月31日（木）
応募者数：150名程度

地域活性イベント事業
（生活環境分野）

目　　的：地域活性化のため共通のイベントを行うことにより、子ど
もから高齢者までの交流の機会をつくる。
事業内容：イルミネーション装飾及び地域住民との交流を行う。
　　　　　12月下旬　4か所同時点灯式
実施場所：地区内公園（4か所）
実施期間：令和8年9月～令和9年1月
参加者：200名

歴史・伝統川祭り朝廻りペーロ
ン保存事業
（歴史・伝統分野）

目　　的：福田の舟津・丸木自治会において昔から行われていた川祭
り朝廻りペーロンを子ども達や地域の方々へ広く周知、継承する。
事業内容：十数年以上も途絶えてきた朝廻りペーロンを復活させ、ビ
デオカメラで収録、映像で後世へ継承するため保存する。
実施時期：６月上旬
実施場所：福田地区　舟津・丸木海岸



歴史・伝統継承啓発
事業
（歴史・伝統分野）

目　　的：福田の歴史や伝統及び昔から伝わる太鼓演舞を子どもから
大人まで大小様々な太鼓を使って町おこしや青少年の健全育成のため
夏祭りやイベント等で演舞されて来た龍神太鼓を地域の人が子ども達
へ伝承周知を図る。
事業内容：福田地区の各史跡看板製作・地図の作成及び設置や史跡の
環境整備及び、伝統行事への積極的な参加を促すための広報、継承啓
発を行う。
実施予定期間：通年
実施場所：福田地区全域

子どもペーロン運営
事業
（歴史・伝統分野）

由来･経緯：長崎港が開港する以前に福田の沖合に、暴風雨の避難先
として停泊しているときに海神の怒りを鎮めようと、端舟を借り集め
競漕したことがペーロンの始まりと伝えられ、その後大漁祈願と五穀
豊穣の願いと称して各地でペーロン競争が始まったとされている。
福田東部地区でもペーロン大会が毎年盛大に開催され、地域の方々に
とってもそれぞれ特色のある応援をしてみんなで楽しんでいる。
目　　的：福田に伝わる伝統行事を子供達に継承する事を念頭に本年
においては、広く市内の各地域に呼びかけ、更なる交流を深めるこ
と。
事業内容：「(仮)ふれあい子どもペーロン大会」を実施する。
実施期間：8月
実施場所：福田港
参加人数：200名

協議会の運営
（事業統括）

目　　的：協議会を円滑に運営する。
事業内容：総会や役員会などの会議や各事業の統括を行う。
事務員（会計１名事務員2名）を配置、広報部による協議会活動の広
報周知の充実、また協議会運営に係わる事務を行う（備品購入・印刷
製本・通信運搬・維持管理他）。
事業期間：令和8年4月1日（水）～令和9年3月31日（水）
事業場所：大浜町拠点事務所内他




